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　令和４年度決算に当たっては、８人の委員で構成する決算
審査特別委員会を設置しました。９月13日から開催された
委員会では、審査に先立って令和４年度中に実施された主な
事業の現地視察を実施し、15日までの３日間にわたり審査
を行いました。その後、９月21日の本会議において採決し、
全ての会計決算を認定しました。

令和４年度決算審査特別委員会
委 員 長

副委員長

委　　員

平井　正一

染谷　信一

古矢　千晴

深井　和幸

谷口　早苗

桜田　康則

濵田　勇次

小室美枝子

会計名

歳 入

一般会計

前年度比

歳 出
前年度比

61,303,819
△ 2,902,487

59,406,525
△ 1,780,458

16,883,181
△ 225,004

16,777,217
△ 64,109

12,666,207
21,491

12,404,930
△ 22,200

61,378
△ 2,323

61,378
△ 2,323

2,301,056
149,305

2,282,028
150,355

93,215,641
△ 2,959,018

90,932,078
△ 1,718,735

特別会計
合　計

国民健康保険 介護保険 次木親野井特定
土地区画整備事業 後期高齢者医療

令和４年度
各会計決算の概要

（単位：千円）

一般会計一般会計
収入（歳入）収入（歳入）
613億
381万9千円
613億
381万9千円

市税市税
229億
3,386万3千円
229億
3,386万3千円
（37.41%）（37.41%）

市民税市民税
98億
2,680万円
98億
2,680万円
（16.03%）（16.03%）

固定資産税固定資産税
103億
9,911万4千円
103億
9,911万4千円
（16.96%）（16.96%）

その他市税その他市税
27億794万9千円27億794万9千円
（4.42%）（4.42%）

地方消費税交付金地方消費税交付金
37億
3,834万9千円
37億
3,834万9千円
（6.10%）（6.10%）

地方交付税地方交付税
58億
9,376万6千円
58億
9,376万6千円
（9.61%）（9.61%）

国庫支出金国庫支出金
126億
6,670万7千円
126億
6,670万7千円
（20.66%）（20.66%）

県支出金県支出金
36億
7,355万1千円
36億
7,355万1千円
（5.99%）（5.99%）

繰入金繰入金
19億6,462万1千円19億6,462万1千円
（3.21%）（3.21%）

繰越金繰越金
30億1,932万3千円30億1,932万3千円
（4.93%）（4.93%）

諸収入諸収入
15億5,041万9千円15億5,041万9千円
（2.53%）（2.53%）

市債市債
27億7,210万円27億7,210万円
（4.52%）（4.52%）

その他その他
19億6,419万6千円19億6,419万6千円
（3.20%）（3.20%）

使用料及び
手数料
使用料及び
手数料
11億
2,692万4千円
11億
2,692万4千円
（1.84%）（1.84%）

県税の地方消費税の一部
が県から配分されたお金

地方公共団体間の行政サービスの
差をなくすために、国から配分さ
れたお金

特定の使途のために国か
ら交付された補助金など

特定の使途のため
に県から交付され
た補助金など

のだ市議会だより 160号 2

認定
歳出総額
特別会計を含む 909億3,207万8千円

３日間の審査では様々な質疑がありました。３日間の審査では様々な質疑がありました。
スクールロイヤー
による学校研修の
内容は？

特集 令和４年度 決算のあらまし

小中学校、幼稚園、生涯学
習、文化、スポーツなどの
費用

がん検診、予防接種、感染
症対策、環境保全などの
費用

道路、河川、公園などの
整備、駅周辺のまちづく
りなどの費用

民生費民生費
245億
6,573万6千円
245億
6,573万6千円
（41.35%）（41.35%）

総務費総務費
50億
8,209万7千円
50億
8,209万7千円
（8.56%）（8.56%）

社会福祉費社会福祉費
71億
2,088万4千円
71億
2,088万4千円
（11.99%）（11.99%）

老人福祉費老人福祉費
41億
780万6千円
41億
780万6千円
（6.91%）（6.91%）

児童福祉費児童福祉費
101億
6,893万5千円
101億
6,893万5千円
（17.12%）（17.12%）生活保護費生活保護費

31億
6,811万1千円
31億
6,811万1千円
（5.33%）（5.33%）

衛生費衛生費
63億
4,012万8千円
63億
4,012万8千円
（10.67%）（10.67%）

土木費土木費
48億
9,188万円
48億
9,188万円
（8.24%）（8.24%）

教育費教育費
71億
2,942万1千円
71億
2,942万1千円
（12.00%）（12.00%）

公債費公債費
50億
6,371万4千円
50億
6,371万4千円
（8.52%）（8.52%）

消防費消防費
19億7,809万6千円19億7,809万6千円
（3.33%）（3.33%）

諸支出金諸支出金
25億6,851万8千円25億6,851万8千円
（4.32%）（4.32%）

その他その他
17億8,693万5千円17億8,693万5千円
（3.01%）（3.01%）

一般会計一般会計
支出（歳出）支出（歳出）
594億
652万5千円
594億
652万5千円

市の全般的な管理事務、市税の賦課徴収、
戸籍に関する証明書や住民票の発行、選
挙などの費用

障がい者福祉、高齢者福祉、
保育所、子ども医療費助成金
などの費用

船形多世代交流センター
の利用状況は？

関宿落堀の
水質調査の結果は？

気象防災アドバイザー
による講話の内容は？
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P I C K U P令和４年度決算

おくやみコーナーの新規開設
決算額 66万4,868円

●令和４年12月15日から、身内の方が亡く
なった際の、市役所における各種手続の負担
軽減を目的として、市役所本庁舎１階の市民
相談室におくやみコーナーを開設
●利用に当たっては、事前の予約が必要
●亡くなられた方の情報を基に必要な手続を
特定して、申請書などの作成支援や手続の必
要な窓口への案内を行う

国際理解教育推進事業
決算額 5,448万77円

●英語教育の充実が課題となっているため、Ａ
ＬＴ（外国語指導助手）を小中学校に配置
●自ら英語学習に取り組もうとする態度を養
うため、夏季休業中に中学２、３年生を対象
としたＡＬＴによる「野田市イングリッシュ
道場」を実施

●18歳までの子供たちの集い、遊びを通して
自主性や社会性、創造性を身につける「学び」
の場として整備
●令和元年度から整備に着手し、４年５月末に
工事が完了。総事業費は、10億4,951万円
●令和４年10月1日にオープンし、新たな子育
て支援の拠点として、多くの子供たちや保護
者の方々に親しまれている。５年８月末まで
の累計来場者数は、11万4,462人

●親野井地先の浸水被害の軽減を目指し、平成
30年度から着手し、令和５年５月末に完成。 
総事業費は、4億7,573万177円
●道路側溝等を通じて集められた雨水を一時
貯留して、宅地の浸水被害を軽減。また、ポン
プ設備により下流側へ放流して、下流域にお
ける二次被害も軽減

のだしこども館 supported by kikkomanのだしこども館 supported by kikkoman

おくやみコーナーおくやみコーナー

（決算審査特別委員による現地視察）（決算審査特別委員による現地視察）
阿部沼第３号調整池阿部沼第３号調整池

のだしこども館の整備
決算額 3億8,264万8,200円

阿部沼第３号調整池整備事業
決算額 1億1,214万3.900円

詳しくは
こちらから

のだ市議会だより 160号 4



健康・スポーツポイント事業
決算額 1,164万7,720円

●市民の健康及び体力の保持増進に寄与する
ため、健康またはスポーツに関する事業への
参加及び自主的な取組を行う方に対して健
康・スポーツポイントを付与
●令和４年度は申請件数が増加
1,000ポイントを１口（１人最
大３口まで）として賞品と交換

小学校トイレ改修事業
決算額 ６億32万3,900円

●児童生徒用トイレの洋式化率100％を目指
し、令和４年度は、５年度までの継続事業で
ある岩木小学校に加え、３年度から繰り越し
た柳沢小学校、東部小学校、七光台小学校及
び山崎小学校の４校のトイレ改修工事を実
施
●令和５、６年度に工事を実施予定の小学校４
校の設計を実施し、学校トイレ洋式改修を推
進した

●子供の保健対策の充実と、保護者の経済的
　負担の軽減を図るため、中学校３年生までの
子供の通院、調剤及び入院に係る保険診療の
一部または全部を助成
●令和４年８月診療分からは、小学６年生まで
の自己負担金を無料化
し、中学３年生までの
自己負担金を300円か
ら200円に軽減し、制
度の拡充を図った

●所蔵する資料が長年の展示などにより劣化
が見られることから、記念館の再建に向けて、
計画的に修繕
●令和４年度は所蔵する絵画３点を修繕
●再建までの間は、企画展等を開催し、再建機
運の醸成につなげる

鈴木貫太郎記念館資料修復事業
決算額 161万917円

子ども医療費助成事業
決算額 ４億9,861万9,858円

鈴木 きよ▶
（貫太郎の母）
肖像画修復
（作 宇和川 通喩）

鈴木 きよ▶
（貫太郎の母）
肖像画修復
（作 宇和川 通喩）

鈴木 由哲▲
（貫太郎の父）
肖像画修復
（作 宇和川 通喩）

鈴木 由哲▲
（貫太郎の父）
肖像画修復
（作 宇和川 通喩）

鈴木 貫太郎▶
肖像画修復
（作 白川 一郎）

鈴木 貫太郎▶
肖像画修復
（作 白川 一郎）

洋式化後のトイレ洋式化後のトイレ

詳
し
く
は

こ
ち
ら
か
ら
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　野田市議会では、「総務」「環境経済」「文教福祉」「建設」の常任委員会を設置し、
各委員会が所管する議案等を審査しています。

千
葉
県
市
町
村
防
犯
カ
メ
ラ
等
設
置
事
業
補

助
金
を
活
用
し
て
、
防
犯
カ
メ
ラ
が
30
台
設
置

さ
れ
ま
す
。
な
お
、
当
初
設
置
か
ら
10
年
以
上

経
過
し
て
お
り
、
一
部
機
種
で
は
補
修
部
品
の

生
産
終
了
等
に
よ
り
修
理
で
き
な
い
機
種
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
の
新
規
設
置
は
10
台
と

し
、
20
台
は
旧
機
種
と
交
換
設
置
さ
れ
ま
す
。

記
念
品
の
充
実
等
に
よ
り
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
寄
附
額
が
大
幅
に
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
業
務
支
援
委
託
料
及
び

手
数
料
が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
地
域

貢
献
に
関
心
の
あ
る
企
業
に
対
し
て
、
本
市
の

取
組
を
紹
介
し
、
寄
附
の
意
向
を
固
め
て
も
ら

う
働
き
か
け
を
効
果
的
に
行
う
た
め
、
新
た
に

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
業
務

が
委
託
さ
れ
ま
す
。

　
避
難
所
の
生
活
ス
ペ
ー
ス
の
質
の
向
上
を
図

る
た
め
、
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
、
船
形
第
二
清
掃

工
場
及
び
み
ず
き
防
災
倉
庫
を
備
蓄
拠
点
と
し

て
、
発
電
機
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
投
光
器
等
が
各
５
セ
ッ

ト
配
備
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
野
田
市
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
及
び
木

野
崎
農
業
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー
に
加
え
て
、
新

た
に
避
難
所
と
し
て
指
定
す
る
船
形
多
世
代
交

流
セ
ン
タ
ー
に
発
電
機
等
の
備
蓄
品
も
併
せ
て

配
備
さ
れ
ま
す
。

　
令
和
４
年
２
月
に
策
定
し
た
野
田
市
公
共
施

設
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
方
針
に
基
づ
き
、
今

年
度
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
２
館
、
福
祉
会
館

４
館
、
図
書
館
４
館
及
び
総
合
公
園
体
育
館
で

整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
昨
年
度
か
ら
の
繰
越
金
が
多
く
出
た

こ
と
か
ら
、
保
健
セ
ン
タ
ー
及
び
関
宿
保
健
セ

ン
タ
ー
に
も
前
倒
し
し
て
整
備
さ
れ
ま
す
。

公
共
施
設
等
の

公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
が
整
備
さ
れ
ま
す

防
災
備
蓄
品
が
配
備
さ
れ
ま
す

防
犯
カ
メ
ラ
が
設
置
さ
れ
ま
す

■
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

総
　
務

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
が

　
　
　
　

  　

業
務
委
託
さ
れ
ま
す全
会一致

のだ市議会だより 160号 6



全
会一致

　
福
田
体
育
館
は
、
昭
和
55
年
の
建
築
か
ら
43

年
が
経
過
し
、
屋
根
や
外
壁
は
老
朽
化
に
よ
る

漏
水
が
進
み
、
ア
リ
ー
ナ
床
も
傷
み
が
進
ん
で

い
る
こ
と
か
ら
、大
規
模
改
修
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
屋
根
、
外
壁
、
ア
リ
ー
ナ
床
を
刷
新
す
る
ほ

か
、
更
衣
室
及
び
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
へ
の
空
調
設

備
の
新
設
や
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ト
イ
レ
の
全
面

改
修
な
ど
の
大
規
模
改
修
に
よ
り
、
体
育
館
利

用
者
の
利
便

性
の
向
上
と

施
設
の
長
寿

命
化
が
図
ら

れ
ま
す
。　

　
ま
た
、
耐

震
改
修
工
事

が
実
施
さ
れ

安
全
性
の
向

上
が
図
ら
れ

ま
す
。

福
田
体
育
館
の
耐
震
補
強
及
び

大
規
模
改
修
工
事
が
実
施
さ
れ
ま
す

環境経済

全
会一致

付
託
議
案
の
詳
細
、
審
議
内
容
、
討
論
等
は

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。▶

　　
愛
宕
駅
は
中
心
市
街
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
拠
点

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
連
続
立
体
交
差
事
業
と
併

せ
て
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
誰
も
が
安
全
で
快
適
に
利
用
で
き
る
施
設

を
目
指
し
、
歩
行
者
の
利
便
性
の
向
上
及
び
安

全
性
の
確
保
、
交
通
結
節
点
と
し
て
の
機
能
強

化
を
図
る
た
め
、
駅
舎
自
由
通
路
出
入
口
の
大

屋
根
シ
ェ
ル
タ
ー
か
ら
各
乗
降
場
に
つ
な
ぐ

シ
ェ
ル
タ
ー
が
配
置
さ
れ
ま
す
。

　
大
屋
根
シ
ェ
ル
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
駅
舎

の
モ
チ
ー
フ
に
採

用
さ
れ
て
い
る
高

瀬
舟
に
合
わ
せ

て
、
風
を
受
け
て

張
っ
た
帆
の
よ
う

な
デ
ザ
イ
ン
に
な

る
予
定
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
に
実
施
さ
れ
て
い
た
、
要
介
護
認

定
の
有
効
期
間
延
長
に
係
る
臨
時
的
取
扱
い
が

終
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
介
護
認
定
の
申
請
件

数
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
指
定
市
町
村

事
務
受
託
法
人
へ
認
定
調

査
が
委
託
さ
れ
ま
す
。

南
第
２
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
委
託
先

か
ら
保
健
師
等
の
職
種
が
確
保
で
き
な
い
と
の

理
由
に
よ
り
、
廃
止
申
出
書
が
市
に
提
出
さ
れ

た
た
め
、
当
該
セ
ン
タ
ー
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
は
、
高
齢
者
支
援
課
が
、
当
セ
ン
タ
ー

担
当
圏
域
の
業
務
を
引
き
継
い
で
対
応
し
て
い

ま
す
。

愛
宕
駅
西
口
駅
前
広
場
に

シ
ェ
ル
タ
ー
が
設
置
さ
れ
ま
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

建　設■
愛
宕
駅
西
口
駅
前
広
場

　
　
　
　
　
　
　
整
備
工
事
請
負
契
約
の
締
結

大屋根シェルター（イメージ）大屋根シェルター（イメージ）

■
市
営
福
田
体
育
館
耐
震
補
強
及
び

　
　
　
　
大
規
模
改
修
工
事
請
負
契
約
の
締
結

文教福祉

■
令
和
５
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　
補
正
予
算
（
第
１
号
）

南
第
２
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が

　
　
　
　
　
　
　

 

廃
止
さ
れ
ま
し
た

全
会一致

福田体育館福田体育館

介
護
認
定
調
査
が
指
定
市
町
村

　
　

事
務
受
託
法
人
へ
委
託
さ
れ
ま
す
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生
成
系
Ａ
Ｉ
（
※
）
の
利
用
に
関
す
る
ル

ー
ル
づ
く
り
に
つ
い
て
伺
う
。

生
成
系
Ａ
Ｉ
の
利
用
等
に
限
ら
ず
、
ル
ー

ル
づ
く
り
に
お
い
て
は
、
国
や
県
の
ル
ー
ル

等
を
根
拠
と
し
た
上
で
、
学
校
の
実
態
に
合
っ
た
ル

ー
ル
に
す
る
た
め
に
、
関
係
団
体
や
校
長
会
等
と
連

携
を
図
り
、
協
議
会
を
設
け
る
場
合
が
あ
る
。

生
成
系
Ａ
Ｉ
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
国
が
示
し
て

い
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
暫
定
的
に
取
り
ま
と
め
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
、
生
成
系
Ａ
Ｉ
の

実
態
や
学
校
現
場
の
認
識
に
つ
い
て
把
握
し
、
国
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
基
本
と
し
て
市
の
実
態
に
沿
っ
た

暫
定
的
な
ル
ー
ル
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

な
お
、
主
な
対
話
型
の
生
成
系
Ａ
Ｉ
に
つ

い
て
は
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
も
自
由
に

使
わ
せ
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
と
さ
れ
て

い
る
た
め
、
当
面
の
間
は
一
人
１
台
端
末
で

は
利
用
で
き
な
い
よ
う
設
定
し
、
同
時
に
生

成
系
Ａ
Ｉ
の
普
及
を
念
頭
に
置
い
た
情
報
モ

ラ
ル
教
育
を
進
め
て
い
く
。

教
育
現
場
に
お
け
る
生
成
系
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て

問答

市政を　 う
一般質問 問 A

Q
　９月定例会では１６人の議員が一般質問に登壇しました。こちらでは質疑を抜粋し、
要約したものを紹介します。
※ＱＲコードから、２月１４日まで一般質問の動画をご覧いただくことができます。２月１５日以降は、議
会ホームページの録画中継をご利用ください。

他
の
質
問

・
地
域
防
災

条
例
の
制
定
に
向
け
た
進
捗
や
特
徴
、
周

知
等
に
つ
い
て
伺
う
。

現
在
、
庁
内
準
備
委
員
会
に
お
い
て
、
素

案
の
詰
め
の
審
議
を
進
め
て
い
る
。
今
後
は
、

虐
待
防
止
条
例
検
討
委
員
会
委
員
及
び
子
ど
も
家
庭

総
合
支
援
拠
点
機
能
充
実
専
門
委
員
か
ら
意
見
を
頂

き
、
10
月
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
を
実
施

の
上
、
12
月
議
会
の
上
程
を
目
指
す
。
ま
た
、
条
例

の
特
徴
と
し
て
、
前
文
で
、
条
例
制
定
の
背
景
で
あ

る
虐
待
事
件
に
触
れ
た
い
と
考
え
て
い
る
。
内
容
は
、

理
念
に
と
ど
ま
ら
ず
、
市
民
や
関
係
者
が
実
際
に
関

わ
る
重
要
な
部
分
を
具
体
的
に
入
れ
た
条
文
と
す
る

た
め
、
先
行
事
例
を
参
考
に
検
討
を
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
条
例
の
周
知
に
つ
い
て
は
、
記
者
会
見

や
市
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
、
周

知
を
図
る
と
と
も
に
、
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

定
例
会
や
虐
待
研
修
等
で
、
条
例
の
内
容
を
説
明
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

虐
待
防
止
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問答

木
名
瀬
　
宣
人

 

議
員

 

政
清
会

※様々な創作物を生成できるＡＩ。
　チャットＧＰＴ等

竹
内
　
美
穂

 

議
員

 

六
諭
会
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空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法

改
正
後
の
課
題
や
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

課
題
と
し
て
、
放
置
す
れ
ば
特
定
空
家
等

に
該
当
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
管
理
不
全
空
家

等
の
う
ち
、
勧
告
さ
れ
た
空
き
家
は
住
居
利
用
が
難

し
い
た
め
、
特
別
措
置
法
改
正
に
よ
り
、
固
定
資
産

税
及
び
都
市
計
画
税
の
住
居
用
地
特
例
が
解
除
さ
れ

る
が
、
運
用
に
当
た
っ
て
、
勧
告
の
明
確
な
基
準
が

国
か
ら
示
さ
れ
な
い
場
合
は
、
勧
告
が
困
難
で
あ
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

今
後
は
、
空
き
家
の
所
有
者
等
へ
の
適
正
管
理
の

指
導
の
徹
底
や
空
家
バ
ン
ク
の
周
知
・
運
用
等
の
取

組
を
継
続
し
、
管
理
不
全
空
家
等
の
発
生
を
抑
制
す

る
と
と
も
に
、
移
住
・
定
住
等
の
空
き
家
に
さ
せ
な

い
施
策
に
も
取
り
組
む
。
ま
た
、
国
の
補
助
制
度
で

あ
る
空
き
家
等
対
策
総
合
支
援
事
業
の
活
用
に
当
た

り
、
今
年
度
中
に
空
家
等
対
策
計
画
を
策
定
し
て
い

く
。 問答問

保
育
所
等
の
空
き
定
員
等
を
利
用
し
た
預

か
り
モ
デ
ル
事
業
に
つ
い
て
伺
う
。

　
当
該
事
業
は
、
国
が
示
す
と
お
り
、
集
団

生
活
の
機
会
を
通
し
た
児
童
の
成
長
や
要
支

援
家
庭
の
児
童
な
ど
へ
の
適
切
な
支
援
等
に
有
効
で

あ
る
と
考
え
、
既
に
実
施
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
の
計

26
園
に
空
き
定
員
は
あ
る
も
の
の
、
待
機
児
童
の
解

消
が
最
優
先
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
保
育
所
で
の
実
施

は
難
し
い
と
考
え
て
お
り
、
定
員
に
空
き
の
あ
る
幼

稚
園
施
設
で
の
実
施
に
つ
い
て
、
野
田
地
区
私
立
幼

稚
園
協
会
と
意
見
交
換
を
進
め
て
い
る
。

　
な
お
、
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
（
仮
称
）
に
つ

い
て
は
、
国
が
本
格
実
施
を
見
据
え
た
検
討
会
を
９

月
に
立
ち
上
げ
、
制
度
導
入
に
向
け
た
検
討
を
行
う

た
め
、
国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

問答 未
就
園
児
の

　
預
か
り
モ
デ
ル
事
業
に
つ
い
て

帯
状
疱
疹
の
予
防
に
つ
い
て

帯
状
疱
疹
の
予
防
に
関
す
る
周
知
方
法
に

つ
い
て
伺
う
。

現
在
、
帯
状
疱
疹
の
予
防
の
周
知
は
行
っ

て
い
な
い
が
、
市
民
か
ら
の
問
合
せ
も
あ
る

た
め
、
早
期
受
診
に
つ
な
が
る
よ
う
、
今
後
は
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
報
の
健
康
ガ
イ
ド
の
紙
面
を
大
き

く
割
い
て
、
積
極
的
に
周
知
し
て
い
く
。

ま
た
、
発
症
の
原
因
が
ウ
イ
ル
ス
で
あ
る
こ
と
、

初
期
症
状
と
し
て
痛
み
を
伴
う
帯
状
の
発
疹
な
ど
が

あ
る
こ
と
、
症
状
は
三
、
四
週
間
ほ
ど
続
き
、
重
症

化
す
る
と
、
脳
炎
や
顔
面
神
経
麻
痺
、
失
明
、
排
尿

障
が
い
な
ど
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
周

知
す
る
。
さ
ら
に
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
日
々

の
生
活
の
中
で
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
や
適
度

な
運
動
、
十
分
な
睡
眠
を
取
る
な
ど
、
疲
労
や
ス
ト

レ
ス
を
た
め
な
い
生
活
を
心
が
け
、
免
疫
力
を
低
下

さ
せ
な
い
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
周
知
し

て
い
く
。

問答

小
椋
　
直
樹

 

議
員

 

民
主
連
合

空
き
家
等
の
対
策
に
つ
い
て

他
の
質
問

・
空
き
家
対
策

他
の
質
問

・
蜂
の
巣
駆
除
の
対
応

他
の
質
問

・
広
報
紙
ク
ー
ポ
ン 谷

口
　
早
苗

 

議
員

 

の
だ
み
ら
い

小
林
　
裕
子

 

議
員

 

公
明
党
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豪
雨
被
害
及
び
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
伺

う
。今

年
発
生
し
た
台
風
等
の
豪
雨
被
害
と
し

て
、
５
月
22
日
の
降
雨
に
よ
り
、
床
下
浸
水

４
件
、
道
路
冠
水
14
件
の
被
害
が
発
生
し
、
６
月
２

日
か
ら
３
日
の
豪
雨
で
は
、
床
上
浸
水
１
件
、
床
下

浸
水
５
件
、
道
路
冠
水
75
件
の
被
害
が
確
認
さ
れ
た
。

今
後
の
対
策
と
し
て
、
被
害
箇
所
に
集
水

ま
す
の
増
設
、
浸
透
ま
す
及
び
浸
透
側
溝
を

設
置
し
て
い
く
。
さ
ら
に
、
国
の
実
証
実
験

と
し
て
、
市
内
13
か
所
に
ワ
ン
コ
イ
ン
浸
水

セ
ン
サ（
※
）の
設
置
を
予
定
し
て
お
り
、
実

験
で
有
効
性
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
、
市
内

各
所
の
浸
水
常
襲
箇
所
に
設
置
を
広
げ
、
浸

水
箇
所
の
速
や
か
な
把
握
に
努
め
た
い
。

市
道
1
2
5
2
号
線
の
木
野
崎
交
差
点
へ

の
右
折
レ
ー
ン
設
置
に
つ
い
て
伺
う
。

当
該
交
差
点
は
、
県
道
我
孫
子
関
宿
線
、

野
田
牛
久
線
、
市
道
1
2
5
2
号
線
の
３
路

線
が
接
続
す
る
交
通
渋
滞
箇
所
で
あ
る
た
め
、
以
前

か
ら
県
に
対
し
て
、
渋
滞
解
消
の
た
め
の
交
差
点
改

良
工
事
を
要
望
し
て
い
る
が
、
土
地
の
境
界
が
確
定

で
き
な
い
等
の
理
由
に
よ
り
事
業
が
進
ん
で
い
な
い
。

そ
の
た
め
、
毎
年
度
、
県
に
対
し
て
要
望
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
令
和
５
年
８
月
24
日
に
、
市
長
か
ら
東

葛
飾
土
木
事
務
所
長
に
対
し
て
、
当
該
交
差
点
を
含

む
市
内
県
事
業
６
路
線
の
早
期
整
備
着
手
と
完
成
に

つ
い
て
、
強
く
要
望
し
た
。

引
き
続
き
、
県
に
対
し
て
、
渋
滞
解
消
の
た
め
の

対
応
策
を
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

制
限
速
度
の
変
更
に
係
る
警
察
へ
の
要
望

を
含
め
た
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
速
度
規
制
は
、
路
線
全
線
の
規
制
が
原
則

で
あ
り
、
ま
た
当
該
箇
所
は
車
道
及
び
歩
道

の
幅
員
が
十
分
に
確
保
さ
れ
た
見
通
し
の
よ
い
直
線

道
路
で
あ
る
た
め
、
野
田
警
察
署
で
は
、
制
限
速
度

を
変
更
す
る
考
え
は
な
い
と
伺
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、こ
の
路
線
は
通
学
路
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

毎
年
、
通
学
路
総
点
検
を
実
施
し
て
い
る
中
で
出
さ

れ
た
同
様
の
要
望
に
対
し
て
も
、
制
限
速
度
の
見
直

し
は
せ
ず
、
随
時
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
と
の
回

答
を
警
察
か
ら
受
け
て
い
る
。

　
市
で
は
、
今
後
も
要
望
書
等
の
提
出
が
あ
っ
た
場

合
は
警
察
に
届
け
る
と
と
も
に
、
学
校
行
事
の
一
環

と
し
て
、
警
察
の
出
前
講
座
や
損
害
保
険
会
社
と
の

協
定
に
基
づ
く
交
通
安
全
教
室
な
ど
に
つ
い
て
も
実

施
し
て
い
く
。

問答

子
供
た
ち
の
命
と
安
全
を
守
り

市
民
の
住
環
境
を
守
る
こ
と
に
つ
い
て

 

議
員

問答

み
ず
き
小
学
校
前
道
路
の

　
　
　
　
　
　
安
全
対
策
に
つ
い
て

台
風
等
に
よ
る
豪
雨
被
害
の

　
状
況
や
今
後
の
対
策
に
つ
い
て

問答

・
公
契
約
条
例
と
建
設
労
働
者
支
援
策

・
水
害
対
策
の
充
実

他
の
質
問

他
の
質
問

・
市
で
管
理
し
て
い
る
公
園
の
整
備

・
新
規
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

・
関
宿
ま
つ
り
花
火
大
会
来
場
者
の
交
通
対
策

・
市
内
小
中
学
生
へ
の
熱
中
症
対
策

他
の
質
問

金
木
　
祐
輔

 

議
員

 

野
田
の
明
日
を
考
え
る
会

長
　
　
勝
則

 

議
員

 

日
本
共
産
党
野
田
市
議
団

河
井
　
哲
弥

 

議
員

 

い
ち
い
の
会

※小型、長寿命かつ低コストで、堤防や
　流域内に多数の設置が可能な浸水センサ
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制
度
導
入
に
向
け
た
検
討
に
つ
い
て
伺
う
。

現
在
市
で
は
、先
進
事
例
の
研
究
を
含
め
、

若
者
の
定
住
と
い
う
目
的
に
合
っ
た
奨
学
金

返
還
支
援
制
度
に
す
べ
く
、
交
付
対
象
者
や
交
付
要

件
と
し
て
、
居
住
や
就
業
、
交
付
期
間
及
び
補
助
割

合
や
上
限
額
を
ど
う
設
定
す
る
か
な
ど
、
検
討
を
進

め
て
い
る
。

若
年
層
を
中
心
と
し
た
地
方
か
ら
東
京
圏
等
へ
の

人
口
流
出
へ
の
対
策
と
し
て
、
若
者
の
定
着
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
り
、
様
々
な
業
種
に
お
い
て
人
材
不
足

が
発
生
し
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
単
な
る
定

住
施
策
で
は
な
く
、
一
定
の
業
種
に
お
い
て
は
、
さ

ら
に
支
援
内
容
を
加
え
る
こ
と
も
検
討
し
つ
つ
、
令

和
６
年
度
の
実
施
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
き
た

い
。

現
在
、
犯
罪
被
害
者
支
援
は
、
千
葉
県
犯

罪
被
害
者
支
援
条
例
に
基
づ
き
支
援
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
が
、
市
の
今
後
の
対
応
を
伺
う
。

市
で
は
、
人
権
教
育
・
啓
発
に
関
す
る
野

田
市
行
動
計
画
（
第
３
次
改
訂
版
）
を
定
め
、

そ
の
中
で
、
犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
に
対
す
る
取

組
方
針
と
し
て
、
国
・
県
の
動
き
を
注
視
し
つ
つ
、

啓
発
活
動
等
に
お
い
て
法
務
局
等
の
関
係
機
関
と
の

連
携
に
努
め
、
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
条
例
や
見
舞
金
制
度
の
制
定
に
当
た
り
、

昨
年
、
市
長
が
野
田
警
察
署
長
の
訪
問
を
受
け
、
犯

罪
被
害
者
支
援
制
度
に
つ
い
て
の
説
明
や
条
例
化
に

つ
い
て
の
要
請
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

現
在
、
先
進
市
の
事
例
を
参
考
に
研
究
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
県
や
警
察
と
連
携
し

な
が
ら
条
例
の
制
定
を
検
討
し
て
い
く
。

新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
炊
飯
に
つ
い
て

伺
う
。

　
市
で
は
、
児
童
数
の
少
な
い
福
田
第
一
小

学
校
、
福
田
第
二
小
学
校
を
除
き
、
炊
飯
設

備
を
有
し
て
い
な
い
た
め
、
他
市
の
民
間
事
業
者
に

炊
飯
加
工
を
委
託
し
て
い
る
。

　
新
た
な
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
当
た
っ
て

は
、
自
前
の
炊
飯
設
備
の
整
備
案
が
８
月
19
日
の
学

校
給
食
運
営
委
員
会
で
承
認
さ
れ
た
た
め
、
今
後
は

基
本
設
計
に
反
映
さ
せ
て
い
く
。

　
な
お
、
炊
飯
設
備
で
提
供
で
き
る
食
数
は
、
現
行

の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
提
供
食
数
に
加
え
、
南
部

小
学
校
の
給
食
施
設
の
建
替
え
中
に
、
代
替
給
食
を

提
供
で
き
る
食
数
を
見
込
ん
だ
５
千
食
規
模
の
施
設

を
整
備
し
て
い
く
。

犯
罪
被
害
者
支
援
に
つ
い
て

問答

学
校
給
食
施
設
に
つ
い
て

問答

若
者
定
住
等
に
向
け
た

奨
学
金
返
還
支
援
制
度
に
つ
い
て

問答

他
の
質
問

・
高
齢
者
の
孤
立
防
止
対
策

・
職
員
の
人
事
評
価

・
住
宅
火
災

・
学
校
給
食

他
の
質
問

・
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
及
び
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

・
音
声
コ
ー
ド
の
利
用
促
進

他
の
質
問

深
井
　
和
幸

 

議
員

 

政
清
会

濵
田
　
勇
次

 

議
員

 

六
諭
会

𠮷
岡
　
美
雪

 

議
員

 

公
明
党

令和５年11月1日発行11



完
全
無
償
化
を
早
期
に
実
現
す
る
べ
き
と

考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

　
給
食
の
食
材
費
は
、
学
校
給
食
法
等
に
よ

り
保
護
者
負
担
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
完
全

無
償
化
は
国
が
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
市
が
無
償
化
を
実
施
す
る
た
め
に
は
多

く
の
財
源
が
必
要
な
た
め
、
現
状
で
は
給
食
費
の
無

償
化
を
進
め
る
の
で
は
な
く
、
子
供
た
ち
に
よ
り
き

め
細
や
か
な
教
育
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
と
な

る
、
喫
緊
の
課
題
を
優
先
し
て
対
応
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
市
で
は
子
育
て
世
帯
を
支
援
す
る
た
め
、
第
３
子

以
降
の
学
校
給
食
費
無
償
化
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
物
価
高
騰
に
対
す
る
補
助
を
行
い
、
保
護
者
負

担
の
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。
な
お
、
学
校
給
食
費
の

適
正
な
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
学
校
給
食
運
営
委
員

会
で
御
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、検
討
し
て
い
き
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
用
具
の
現
状
と
更
新
計
画
に
つ

い
て
伺
う
。

ス
ポ
ー
ツ
用
具
は
多
種
に
渡
り
、
備
品
と

消
耗
品
に
分
け
て
管
理
し
て
い
る
。
８
月
末

現
在
で
、
総
合
公
園
の
備
品
は
、
168
種
類
で
845
点
、

関
宿
総
合
公
園
の
備
品
は
、
32
種
類
で
197
点
、
福
田

体
育
館
と
運
動
場
の
備
品
は
、
12
種
類
で
58
点
と

な
っ
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
用
具
の
点
検
に
つ
い
て
は
、
電
動
の
機

械
は
専
門
業
者
に
点
検
委
託
し
て
お
り
、
そ
れ
以
外

は
、
用
具
整
理
や
利
用
者
か
ら
話
が
あ
っ
た
際
に
随

時
点
検
し
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
用
具
の
備
品
は
、
長
寿
命
化
の
考
え
の

下
、
安
全
性
に
問
題
な
い
も
の
は
、
修
繕
や
塗
装
な

ど
で
対
応
し
て
お
り
、
更
新
に
つ
い
て
も
、
指
定
管

理
者
が
状
況
を
確
認
し
、
市
と
協
議
し
な
が
ら
必
要

に
応
じ
て
予
算
に
計
上
し
て
い
く
。

問答

問答

・
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー

・
魅
力
あ
る
河
川
空
間
の
創
出

他
の
質
問

・
清
掃
工
場
の
管
理
・
運
営
体
制

・
太
陽
光
発
電
施
設
設
置
と
関
連
条
例
の
適
用
状
況

他
の
質
問

他
の
質
問

・
市
内
の
児
童
生
徒
の
熱
中
症
対
策

学
校
給
食
費
の
完
全
無
償
化
に
つ
い
て

 

議
員

市
民
の
安
全
を
守
る
た
め
に
防
犯
灯
の
設

置
数
を
増
や
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
、

設
置
に
お
け
る
市
の
基
準
や
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

伺
う
。　

防
犯
灯
の
間
隔
は
50
メ
ー
ト
ル
か
ら
70

メ
ー
ト
ル
に
１
灯
と
し
、
目
安
と
し
て
は
東

京
電
力
等
の
電
柱
１
本
置
き
に
設
置
し
て
い
る
。
設

置
の
主
な
手
順
は
、
自
治
会
の
意
見
を
ま
と
め
防
犯

灯
設
置
願
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
、
現
地
確
認
を
経

て
設
置
し
て
い
る
。
ま
た
、
子
供
た
ち
か
ら
暗
い
通

学
路
へ
の
設
置
要
望
が
あ
っ
た
場
合
、
基
準
に
照
ら

し
合
わ
せ
て
必
要
に
応
じ
、
防
犯
灯
を
設
置
し
て
い

る
。
自
治
会
が
組
織
さ
れ
て
い
な
い
地
域
で
は
、
設

置
要
望
が
市
に
届
か
な
い
事
態
も
考
え
ら
れ
、
課
題

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
今
後
も
自
治
会
に
加
入
し

て
い
な
い
方
や
自
治
会
区
域
外
の
方
へ
周
知
を
す
る

と
と
も
に
、
要
望
に
真
摯
に
対
応
の
上
、
適
切
な
維

持
管
理
を
行
っ
て
い
く
。

問答

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
設
備
に
つ
い
て

防
犯
灯
の
現
況
と
今
後
に
つ
い
て

庄
司
　
真
生

 

議
員

 

の
だ
み
ら
い

滝
本
　
恵
一

 

議
員

 

民
主
連
合

星
野
　
幸
治

 

議
員

 

日
本
共
産
党
野
田
市
議
団
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チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
等
の
活
用
状
況
や
、
自

治
体
Ｄ
Ｘ
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
は
個
人
情
報
の
漏
え
い

な
ど
の
懸
念
事
項
が
多
く
、
本
格
導
入
に

至
っ
て
い
な
い
が
、
活
用
で
き
る
業
務
に
お
い
て
は

非
常
に
有
効
な
手
段
で
あ
り
、
将
来
的
に
自
治
体
が

安
心
し
て
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
と
な
る
見
込
み
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
利
活
用
に
向
け
検
証
を
開

始
し
て
い
る
。
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
を
含
む
自
治
体
Ｄ

Ｘ
を
進
め
て
い
く
上
で
は
、
職
員
の
Ｄ
Ｘ
に
対
す
る

意
識
の
向
上
が
不
可
欠
で
あ
り
、
活
用
事
例
等
に
つ

い
て
研
修
を
実
施
し
、
職
員
全
体
の
Ｄ
Ｘ
に
対
す
る

意
識
を
高
め
て
い
く
。
ま
た
、
令
和
７
年
度
中
に
お

け
る
自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
を
国
主
導
で

進
め
て
お
り
、
現
時
点
に
お
い
て
は
市
民
の
ニ
ー
ズ

等
を
し
っ
か
り
把
握
し
、
効
果
的
な
ア
プ
リ
の
開
発

に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
く
。

自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

問答・
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
の
教
育
現
場
で
の
利
活
用

・
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
方
法

他
の
質
問

・
教
育
機
関
で
実
施
し
て
い
る
防
犯
対
策

・
不
登
校
児
童
へ
の
支
援
や
対
策

他
の
質
問

過
去
５
年
間
の
市
外
か
ら
の
ふ
る
さ
と
納

税
へ
の
寄
附
額
と
、
市
民
が
他
市
へ
寄
附
し
た

ふ
る
さ
と
納
税
額
に
つ
い
て
伺
う
。

市
外
か
ら
の
寄
附
額
に
つ
い
て
は
、
平
成

30
年
度
が
千
214
万
５
千
円
、
令
和
元
年
度
が

７
千
309
万
８
千
５
円
、
２
年
度
が
６
千
111
万
千
612
円
、

３
年
度
が
６
千
720
万
７
千
円
、
４
年
度
が
１
億
683
万

５
千
円
と
な
っ
て
い
る
。
次
に
、
市
民
が
他
市
へ
寄

附
を
し
た
金
額
に
つ
い
て
は
、
市
外
へ
の
ふ
る
さ
と

納
税
を
行
っ
た
寄
附
者
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
こ
と
か
ら
、
市
民
税
の
寄
附
金
控
除
に
お
け
る
減

収
額
と
な
る
が
、
平
成
30
年
度
が
９
千
249
万
６
千
594

円
、
令
和
元
年
度
が
１
億
２
千
565
万
６
千
689
円
、
２

年
度
が
１
億
３
千
850
万
５
千
216
円
、
３
年
度
が
１
億

８
千
183
万
６
千
91
円
、
４
年
度
が
２
億
４
千
333
万
千

758
円
と
な
っ
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

問答

栗
原
　
基
起

 

議
員

 

の
だ
み
ら
い

川
崎
　
貴
志

 

議
員

 

六
諭
会

傍聴のご案内傍聴のご案内

議場の傍聴席

　本会議の傍聴を希望する方は、本会議当日、市役所低層棟
５階の傍聴受付までお越しください。
　開議予定時刻の10分前から随時、受付を行っています。
定員は74名（うち２名は車いす専用）です。
　また、常任委員会等の傍聴を希望する方は、委員会当日、
市役所低層棟３階の議会事務局までお越しください。委員長
の許可により、傍聴することができます。
　本会議、常任委員会等の日程は、16ページに掲載の12月
定例会のお知らせもご覧ください。
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教えて!

Q.行政視察ってなあに？
　行政視察はね、ほかの自治体の先進的な取組を、実際に現場に行っ
て調査するもので、委員会や会派ごとに行っているんだ。
　また、野田市の取組を調査するために、ほかの自治体から行政視察
を受け入れることもあるんだよ。
　今回は、そんな行政視察の受入の実績から見た、野田市の先進的な
取組について、御紹介します！

A.

野田市の行政視察受入トップ3

21回

6 回

4 回

4 回

野田市が全国の自治体で初めて条例を施行したもので、市が
発注する一定の契約において、受注者等に対して市が職種別
に定める最低額以上の賃金の支払を義務づけています。

公契約条例【管財課】

生活圏に買物できる場所がなく移動手段のない高齢者世帯な
ど、買物に不便さを感じている方のため、市では、パルシステ
ム千葉と協働で移動販売車「まごころ便」を運行しています。
まごころ便では、市内39か所の停留所を巡回し、生鮮食料品や
お総菜などを販売しています。

まごころ便【商工労政課】

野田市ブランド農産物認定制度実施要綱を定め、認定の基準を満た
したものを野田ブランド農産物として認定し、付加価値を高めること
で、販路の拡大を図り、消費者に信頼される安全で安心な農産物の生
産を推進しています。

農産物ブランド化【農政課】

市内で発生する剪定枝や落ち葉、もみ殻などを活用して良質な堆肥
を生産し、農家に配布することで、ごみ減量と環境保全型農業を進め
ています。
また、玄米黒酢農法を実施し、減農薬、減化学肥料栽培により、水稲の
健全生育・良品生産に取り組んでいます。

環境にやさしい農業の実践【農政課】

※平成29年度以降の実績でランキングを作成しています。

詳しくは
こちらから

詳しくは
こちらから

詳しくは
こちらから

のだ市議会だより 160号 14



議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案 

認　

認　

認　

認　

認　

認　

認

１

２

３

４

５

６

７

８

９
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１

２

３

４

５

６

７

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

号

火災予防条例の一部改正

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正

地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部改正

市営福田体育館耐震補強及び大規模改修工事請負契約の締結

愛宕駅西口駅前広場整備工事請負契約の締結

令和５年度一般会計補正予算（第７号）

令和５年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

令和５年度介護保険特別会計補正予算（第１号）

令和５年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

令和５年度一般会計補正予算（第８号）

令和４年度一般会計歳入歳出決算認定

令和４年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定

令和４年度介護保険特別会計歳入歳出決算認定

令和４年度次木親野井特定土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定

令和４年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定

令和４年度水道事業会計決算認定

令和４年度下水道事業会計決算認定

可　決・全会一致

可　決・全会一致

可　決・全会一致

可　決・全会一致

可　決・全会一致

可　決・全会一致

可　決・全会一致

可　決・全会一致

可　決・全会一致

可　決・全会一致

認　定・賛成多数

認　定・全会一致

認　定・賛成多数

認　定・全会一致

認　定・賛成多数

認　定・賛成多数

認　定・全会一致

議案番号 件　　　　　　　　　名 審議結果

市議会ホームページには、審議結果のうち賛否が分かれたものについての
議員別表決結果などを詳しく掲載しております。
https://www.city.noda.chiba.jp/gikai/1028233/1028235/1039072.html

議案等の審議結果
■ 9 月定例会の審議結果

オウム真理教後継団体（アレフ、ひかりの輪、山田らの集団）に対する公安調査庁による観

察処分の期間更新を求める意見書

健康保険証を存続するよう求める意見書

核兵器禁止条約締結国会議へのオブザーバー参加を求める意見書

国における２０２４年度教育予算拡充に関する意見書

義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書

否　決・賛成少数

否　決・賛成少数

可　決・全会一致

可　決・全会一致

可　決・全会一致

発議番号 件　　　　　　　　　名 審議結果
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発議 4第 号

「国における２０２４年度教育予算拡充に関する意見書」採択に関する請願

「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書」採択に関する請願 

採　択・全会一致

採　択・全会一致

請願番号 件　　　　　　　　　名 審議結果

請願

請願

2
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第

第

号

号
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見やすいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

の　だ
市議会
だより

No.160　令和５年 11月 1日発行／野田市議会広報委員会
〒278-8550　千葉県野田市鶴奉 7－1　TEL.04-7125-1111
野田市議会ホームページ https://www.city.noda.chiba.jp/gikai/index.html

野田市議会

定例会の日程は市議会ホームページでもご覧いただけます。

　日程は11月 22日（水）に開催予定の議会運営委員会
で正式に決定します。

12月定例会のお知らせ

開会の予定です
11 28 火

曜日月 日

11月28日（火） 

12月 5 日（火） 
6 日（水） 
7 日（木）
8日（金） 
11日（月）
12日（火）
15日（金）

開　会

閉　会

会期の決定、
議案上程、市政一般報告

議案質疑、委員会付託

一般質問 

常任委員会（議案等の審査）

委員長報告、質疑、討論、採決

編 集 後 記
　とにかく暑かった今年の夏でしたが、秋も深
まり、健康スポーツ文化都市を宣言した野田市
にとって、まさにうってつけの季節到来です！
　新型コロナウイルスやインフルエンザはまだ
まだ心配ですので、病気に負けないような防衛
力、抵抗力を高めることが大切です。定期的に
運動して、バランスのよい食事を心がけ、睡眠
時間もしっかり取って、心も体も元気に、この
秋を楽しみたいものです。
　我々市議会議員も健康第一で頑張ります！

委員　金木　祐輔

　無料アプリ「カタログポケット
（Catalog Pocket）」を使って、のだ
市議会だよりが、スマートフォンやタブ
レット、パソコンでご覧いただくこと
ができるようになりました。

スマートフォンやパソコンで

のだ市議会だよりが
ご覧になれます
のだ市議会だよりが
ご覧になれます

Android版 iOS版ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
は

こ
ち
ら
か
ら

注：アプリのダウンロードは無料ですが、情報の受信には通信料が発生しますので、ご注意
ください。アプリをインストールしなくても、ウェブサイトで閲覧は可能です。

のだ市議会だより 160号 16




